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「前線で会いましょう。あなたも軍隊に入るといいわ。J (r一個女兵的自伝J 127-128 頁)












































兵J C以下， r女兵」 と 略記) 3)，紹介記事的な短文を除いて，これまでのところ専論と呼ぶに値す
るものはまだ書かれていなし」軍校に関する最も詳細な研究といえる『武漢中央軍事政治学









1981 年に 「首批女兵話当年J cr女兵』 所収の タ イ ト ルは 「大革命時期的第一批女兵J) と い う 文章を
発表した。そこでは， I最初の女性兵士」 が軍校の女性兵士に変わ っ てい る O し か し なが ら ，







義ソ連と革命中国について， I労働力総動員体制 と も い う べ き統制経済の も と では， 経済戦の
戦士として女性の動員にためらいがなかったし，同じように軍事戦の戦士としてもためらいが
少なかったことだろう。軍隊の「男女共同参画」は共産圏において先行している J C上野千鶴子，
55 頁) と ， 女性兵士の動員を社会主義と結び、つ けて考えてい る O 第二次世界大戦初期， ア メ リ
カで女性を軍隊に入れるかどうかが論じられたとき，反対派の理由の一つは，女性を軍隊に参
入させるのは共産主義やナチズムの考えである，ということであった cr総力戦と女性兵士J 96



















体的には戦局の悪化〉と戦略思想であるという(~総力戦と女性兵士J 27-31, 148 頁) 。 佐々木のモ
デルを持ち出すことによって，中国の女性兵士創出という現象を世界史的文脈において検討す
る方途を探る一方で，モデルの有効性を検証してみたい。
2 軍 校 へ の 道
2. 1. 軍校の沿革
1924 年6 月16 日 ， 中国国民党陸軍軍官学校の開校式が執 り 行われた5)。 孫文を総理と し ，
蒋介石を校長に，屡仲慢を総党代表にした通称「黄捕軍校」は， 1926 年3 月 に中央軍事政治
学校と改称され，国民革命軍の北伐進展にともなって国民政府統治下に組み込まれた南寧，潮








青年会，共産党，共産主義青年団(以下， I共青団」 と 略記) か ら も 受験生が推薦 さ れて き た
(~黄捕軍校史料J 417 頁) 。 各地での一次試験と武漢での二次試験を経て， 約1，200 名の学生が合



























1926 年11 月23 日 ) を趣旨 と し た。 女生隊は政治科に所属 し ， 宣伝工作を担 う 「兵士」 と 位置
づけられていた。
国民革命期，女性の従軍は女生隊に止まるものではなかった。 1926 年 7月，広東では北伐
軍出征にあたって中国国民党党立紅十字会 0925 年 12月設立)が女子北伐救護宣伝隊を組織し，
部隊に従って救護・宣伝活動に携わっていた。救護隊長は高悟波，宣伝隊長は李励荘， 13 名
















を変えている o I ロ シ ア国の女子は従軍を実行 し ， すでに世界の先例を開い た。 わが国民党は

























ではなかった 19)0 r一個女兵的自伝J (1 33 頁) で は， 親の取 り 決めた結婚で苦労 し た 「二寄」
が彼女に同じ苦労をさせないために，結婚から逃れるには軍校を受けねばならないと言ったと





という(~謝泳壁文集』中， 15 頁) 。
異なる時期に書かれた謝泳釜の文章から，受験の動機を探るには相当の注意が必要である。
たとえば，徐特立に関して，謝は 1936年出版の『一個女兵的自伝』の中で，彼が女子学生の
軍校応募に賛成したと記している(~謝泳壁文集』上， 60 頁では こ の箇所が削除さ れてい る ) 。 女生
隊隊員の一人，王容歳は，徐特立が軍校の受験を学生たちに熱心に勧めたと証言しているから
(~女兵J 176 頁) ， 徐が軍校受験に反対 し た と い う1969 年の叙述は意図的な歪曲の可能性があ
る 20)。謝は『一個女兵的自伝Jの序文で， I私は度胸の ま ま に書き続け， 社会の誹誘や攻撃を






(~一個女兵的自伝 JJ 133 貞)。 そ し て， 衣服や小遣い銭ま で支給 し て く れ る と い う 軍校は， 家族を
離れて自立することの難しい彼女たちにとってまたとない逃避所であった。黄傑(のち徐向前
夫人)は，伯父から不本意な結婚を強要されたことから，母の許しを得て家を出て武漢へ行き，
湖北女子師範学校に入学した(~女兵 J 56 頁 ; ~中国女紅軍 J 465-467 頁)。 衣食が支給さ れる師範
学校もまた，女性が家庭を離れて自活できる数少ない選択肢の一つだった。
受験者は独身女性だけに限らなかった。王亦侠は結婚して子供がいた。夫の張稼夫は武漢の
中央農民運動講習所の教員となり， 1927 年 4 月 に共産党に入党 し た。 子供は人力車夫の家に







名円IJ 籍貫 生没年 学歴・職歴 入学目IJ活動 卒業後
主亦{爽 山西省臨沿 1903- 山西女子師範学校，女師 第一子懐妊。夫と地下活
附小教員，北京世界語学 動
校
王冬珍 河北省任県 1898-1977直隷第一女子師範学校， 国民党
早稲田大学
王鳴皐 湖北省光化 1909- 婦女協会，放纏足会， 南昌瑞金→上海
共産党員，県党部婦女
部長，党員志願兵団
王容蔵 湖南省長沙 1908- 湖南第一女子師範学校 帰郷
何柏事(何正生) 福建省闇候 1912-1974 共産党員 南昌起義→福建
顔珍 湖南第一女子師範学校
危扶之 河南省信陽 1908~ 1973河南第一女子師範学校 広州、|→海陸豊→モスクワ
μ戸什 継文 湖南省平江 1901~ 1927啓明女子師範学校，湘蔭 広州起義
県中学教員
許聞道 湖南省寧郷 1903~ 1927湖南第一女子師範学校 共産党員 武昌中山大学
胡蹴秀 江西省品安 1906-1983江西女子師範学校 共産党員，県婦女協会 瑞金→上海モスクワ?
胡均(胡筒) 湖南省平江 1898-1934平江女子学校 19 歳で結婚， 男児出産， 故郷で革命活動
のち学校へ，青年団
胡蘭畦 四川省成都 1901-1994五保聯立女子小学，川南 成都婦女公会，国民党員 国民党婦女部
師範附属小学教員
顧墨{爽 湖南第一女子師範学校
黄傑 湖北省江陵 1910 一 武昌第一女子中学，湖北 1924 結婚。 家庭を離れ 教導回，電報を受け帰郷，
女子師範学校 る。 中共松滋県委書記
黄白純(黄静決) 湖南省湘蔭 1911- 武漢大学文学院予科 青年団，県婦協会 帰郷
黄幼玉 湖北省応山 湖北女子師範学校 断髪
史明恕 湖北省 1905- 湖北女子師範学校 湖北女子師範学校復学




謝鳴岡(謝 ill< 埜) 湖南省新化 1906-2000湖南第一女子師範学校 帰郷
周越華(周月華) 湖北省広済 1904-1977湖北女子師範学校 共産党員，湖北省婦女 教導団，広州、|一歩海陸豊→
協会特派員 上海




銭瑛(陳海平) 湖北省戚寧 1903-1973湖北女子師範学校 青年団，共産党員
銭訓英 湖南第一女子師範学校
曽憲植 湖南省湘郷 1910-1990湖南第一女子師範学校 教導団，広州→海陸豊→
香港
曽f業(彰鏡秋) 湖南省宜章 1900-1984湖南第二女子師範学校， 反日会副会長，県婦女 教導団，広州、|→海陸豊→
宜章県女師小学教員 協会会長，学兵団 香港
孫賛 湖南第一女子師範学校
謹勤先(謂楽幸) 漸江省桐郷 1907- 振華女校，景賢女中 上海市学聯会代表 十一軍政治部→瑞金→上海
謹珊英(語浩郁) 湖南省茶陵 1909 湖南第一女子師範学校 帰郷，省立二中， 1930 革
命復帰
補志疋 江西昔、品安 江西女子師範学校 共産党員，県婦女協会
張瑞華 河南省信陽 1909-1995河南第二女子師範学校 耀で社 広州、|起義→海陸豊




表 l 女生隊隊員の履歴 (続 き )
名目IJ 籍貫 生没年 学歴・職歴 入学円IJ活動 卒業後
陳雲裳(陳英) 斯江省海寧 1905 南小卒 結婚反対。杭州で結 上海で地下工作決定→帰
婚。家族と関係断絶， 郷，四人の女子出産，離
共産党員。教員 婚， 1937 革命に復帰
陳兆森 湖南省桃源 1903-1927湖南第二女子師範学校 1925 共産党員 馬日事変後帰郷，教員
陳徳芸 四川省 四川第二女子師範学校
鄭梅先(鄭梅仙) 湖北省武昌 湖北女子師範学校
陶桓謹 湖南省岳陽 1901 湖南第一女子師範学校， 岳陽市婦女大会で演説 モスクワ
岳陽女子職業学校教師
部銘芳(郵名芳) 北尽大学
彰援華(彰文) 湖南省岳陽 1905-1994湖南第一女子師範学校 共産党員，県婦聯主任 広州、|起義→潮州、|→朱徳
軍・瑞金
孟慶樹 安徽省寿県 1911-1983県立品級中学 モスクワ
訪宇曙 四川省巳県 1908-1927四川第二女子師範学校 青年団，県婦協会 広州起義
熊天春 上海? 上海大学 広州起義→海陸豊
楊玉蘭 湖北女子師範学校 断髪
楊慶桂(楊染香) 河南省羅山 1902-1982河南第一女子師範学校 広州、|→海陸豊
李秋岳 朝鮮 1901-1936 二・ー蜂起，共産党員 モスクワ
李淑寧(超一曇) 四川省宜 j賓 1905-1936宜j賓県叙府女中 モスクワ
劉量君 湖南省 湖南第一女子師範学校 広州→東江，のち湖南
屡徳車 湖南省 湖北女子師範学校 広州途上で死亡
繋樹棺 湖南省 湖南第一女子師範学校 共産党員 帰郷，省立二中， 1930 革
命復帰
からの指示で受験した。胡鮪秀は組織の決定を歓迎したが，それは地元を離れることで，親の











かった cr胡蘭畦回憶録J 123 頁) 。 じ っ さ い ， 家族は最大の難関であ っ た。 も と 中国同盟会員の
父と共産党員の兄がいた黄静決の場合，家族は合格を喜んでくれた。しかし両親にだまって軍
校を受験したものの方が多かったのではないだろうか。曽希平の場合，両親は長沙の蚕桑学校
を受けさせたつもりだった cr女兵J 67 頁) 。 排曝の両親は 『新萄報』 で娘の合格を知 り ， しぶ
























れる学生もいた cr女兵j 65-66 頁) 。 長沙で受験 し た謹浩郁は， 体格検査が第一の難関で同級
生たちは衣服を脱いで医者に看てもらうことを恐れて検査を受けないものがいたという。また








やはり政治面で信用されなかったことから合格できなかった(~胡蘭畦回憶録~ 124-125 頁) 。
- 8
近代中国における女性兵士の創出(高嶋)
上海では 1926 年 11 月 23日の『申報』に募集広告が掲載された。それによると，速成科，
本科，女子特別班の学生を募集し， 18 歳か ら20 歳以下の， 中等以上 も し く は同等の学歴を有
し，国民党支部および党員 2名以上の紹介があることが条件であった。一次試験は国文，算学，
中国・外国の歴史・地理，博物，理化，口答試験，身体検査であった。上海の試験を担当した
沈雁泳(茅盾)によると，上海では男女合わせて約 1，500名が受験し， 2 週間か けて審査を し
た結果， 150 名あ ま り を合格さ せた (~女兵J 4 頁) 。
かくて厳しい試験をくぐりぬけた合格者は意気揚々として武漢にやってきた。彼女たちは二
次試験があることを知らなかった。再試験の知らせに驚いた受験者たちは反対運動を起こした。








19 頁) ， 同 じ く 指導員の鍾復光は183 名で後に拡大 し て213 名 (~女兵J 31 頁) ， 3 月5 日 に撮影
した写真に依拠した謂楽華は 1 78名(~女兵J 102-103 頁)，陳英と王容蔵は 183名(~女兵 J 129,
177 頁) と し づ 。 最 も信頼性が高いの は ， 1927 年2 月23 日刊 『革命生活」 に掲載さ れた 「中央
軍事政治学校武漢分校箸備経過概略」にある 1 95名という数字であろう(~黄捕軍校史料J 416ｭ
420 頁) 0 r武漢国民政府史J r軍校」 は こ の資料に拠 っ て 1 95 名説を と る 28) 。
『女兵 J 236-237 頁に は当時の新聞 (上海 『申報J， 四川 『国民公報J) と 隊員の回憶か ら再構成
した 130名分の名簿が掲載されている。この名簿にはいくつか注意すべき点があるO軍校に合
格したにもかかわらず，共産党の指示により宋慶齢が主宰する婦女講習所へ派遣された朱華亭
は名簿に収録されていない(~中国歴代女名人辞典J 54 頁) 。 ま た ， 学兵団員で， 学兵団と軍校の
合併により女生隊に所属がえとなった曽瑛(彰鏡秋)が名簿に見えることから(~女兵J 84 頁) ，
これは合格者名簿ではない。ところが一次試験に合格し二次試験で落第した受験生の名が見え
るO四川省の第一次試験合格者のうち，桐栄珠，章澄，李芽は第二次試験で落ちた29)。うち，









王亦侠 黄新民 *孫冗珍 <C) 方晩成
*王徽之 <AD) 黄柄先(黄柄仙) 孫賛 彰援華(彰文)
王糠新 黄幼玉 語勤先(謹楽華) 彰鏡秋(曽瑛)
*王冬珍 <F) 史憂171< 謹珊英(語浩郁) 彰秀
王鳴皐 史明恕 謂雪志(車輸瀬) 孟慶樹
王容歳 施祖謙 段恵蒼 瀞曜 ci旋伝玉)
何光玉 謝漢藻(謝翰藻，謝珂香) 楕志元 熊慶芳
*何柏華(何正生)くG) 謝ill<笠(謝鳴自，謝鳴岡) 張頴新 熊天春
何芳 謝有倫(謝友倫) 張去非 吉右裏君
桐常珠 朱国中 張志 余文玉
買孟璃 周越華(周月華) 張瑞華 余烈勲(余輝欽)
顔珍 周開壁 張先't台 楊玉蘭
危扶之 周毅 張弼 楊慶桂(楊染香)
季敏秀 周伺萌 張鳳毛 楊慶蘭
Ii什H 継文 青季君 張友欽(張益志，張益知) 楊若霞
許玉英 徐潔芹 張培卿 路英豪(路剣ill< )
*許聞道 <G) 徐全勇 陳雲裳(陳英，陳瑛) 李種瑞1
襲国宝 徐林侠(徐麗芳) 陳覚悟(陳夷堅) 李琴照
経瑞雲(経芝祥) 吉子紹猷 陳毅 李樹輝
*厳銃華 <B) 章秋桂 陳潔 *李秋岳 <F)
胡鮪秀 帯敬之 陳善蘭 李淑寧(越一塁)
胡嚢同 請石光 陳兆森 李錫敏
胡筒(胡向，胡雲) 粛鳳儀 陳徳芸(陳徳馨) 劉輝
胡蘭畦 薫鳳文 鄭梅仙(鄭梅先) 劉光慧(李翰)
顧憂侠 *盛業埋 <E) *鄭昧虚 <H) *翠IJ若華 <B)
呉俊偉 銭訓英 唐理球 劉瑞聡
呉妙章 宋華英 唐轍 劉慕裳
江淑普 宋華義 陶桓憩 劉墨君
江舜新 宋伯均 部蘇 龍文娯
本江慎初 <B) 宋思純 部銘芳(郵名芳) 呂儒貞
高埜九 曹完壁 童幼芝 摩淑雲
黄傑 曹誠 侍維S玉 屡徳埠
黄厚吉 曹沢芝 文霊魂 林秀石
黄子固 曽希平 方覚 繁樹格
黄白純(黄静波) 曽憲植 方天












いあげて作成したのが表 2である。これでも 1 40名で， 3 割に あ た る約 50 名 (学兵団の30 名








る 52名を選んで一覧にした表 lをもとに，その平均像に迫りたし \ 0
まず年齢を見ょう。回憶では 1 7， 8 歳か ら30 歳 く ら い ま で と い う cr女兵J 154, 177 頁) 。 表
1 で生年のわか る女性34 名の統計を取 っ てみ る と ， 1927 年1 月 l 日現在の満年齢で最年少が
14 歳， 最年長が28 歳， 平均20.6歳と な り ， 数え年に換算すればおおむね回憶の通 り と い う こ
とになる。
次に出身地を見てみよう。表 l以外にも出身地が判明している人物がいるので，それを加算
したうえで統計をとると，最も多いのが湖南の 17名，ついで四川が 13名，湖北が 10名，河
南が 5名，漸江が3名，江西，山東が 2名，福建，山西，江蘇，安徽，朝鮮が各 l名となる。
湖南(とくに湖南女子師範学校)，湖北，四川の出身者が大半を占めていたことがわかる。各省
からどれくらいの人数が選抜されたかについては，回憶の中に数字が散見するOやはり湖南が
最も多く， 61 名 にのぼる 32) 。 江西省では10 名が合格 し た cr女兵J 111 頁) 。 山西省は王亦侠た
だ l人だった(陳力田， 8 頁) 。 四川では一次試験で 31 名が合格， 武漢で行われた再試験で 3 名
が振り落とされ， 28 名が残 っ た (胡蘭畦， 121 頁) 。
学歴についてみれば，女子師範学校出身者が大半を占める。なかでも湖南と湖北のそれが圧
倒的に多い。湖北省立女子師範学校からは教師と学生合わせて 30名以上が合格したという
cr女兵J 136 頁) 。 ト ッ プ合格は四川第二女子師範学校の陳徳芸， 第二位は北京大学の郵銘芳と

















湖中学であった cr黄捕軍校史料~ 419 頁) 。 江西の学生は 1 2 月 中旬に武漢に至 り ， 2 月4 日 に校




は撫子(お下げ)は不要だとして集団で断髪していた(胡蘭畦， 12 頁) 。 湖南の学生 も ， 軍人 と
して先ずなすべきことして断髪を思いつき，理髪師をつれてき集団で断髪した。断髪した
髪型は「陸軍頭」と呼ばれた cr女兵~ 67 頁) 。 入学後， 断髪運動がお こ なわれて， 断髪は女兵
のトレードマークとなる 36)。
2 月12 日 の開校後， 女生隊は3 つの区隊に分け られた。 第一区隊長は楊伯桁， 第二区隊長
は王展 37)，第三区隊長は李師竹，特務長は楊時偉，洪英，楊侃蘭であった 38)。各区隊の下には
3 つの班が設け られ， 学生か ら班長が選ばれた。 班長は， 交代で当直に あ た り ， 訓練時に整列
と号令を担当し，授業では「起立 J I着席」 の掛け声をかけて人数報告を行い， 毎 日 日誌をつ




された cr女兵~ 68, 112-113, 161 頁 ; r一個女兵的自伝~ 155-164 頁) 。 そ の 日 か ら早速 「軍事化」
された生活が始まった。多くの学生が入学のことを回憶するときに「入伍(入営)Jという言
葉を用いているのも，まさしくそこが軍隊そのものであったからであるO
3.2. カ リ キ ュ ラ ム
授業は政治課と軍事課に分かれ，軍事課はさらに学科課程と術科課程に分かれていた。入伍
期には，政治課が 1日 l回，学科と術科がそれぞれ 2回あった。入伍期が終ると，政治課が週








軍事の授業では『歩兵操典J r射撃教範J r軍中勤務令』 な どの教材が用い られた。 軍事操練
は「気をつけJ I休め」 か ら始ま り ， 班， 排， 連， 営， 団 と い っ たユ ニ ッ ト 毎の教練へと進ん
でいった。営以上の教練は校内では実施できず，校外の広場で行われた40)0 3 月末か4 月初に
始めて銃を支給された。女子学生にとって，銃は重く，背の低い者にとっては自分の身長より
高いことさえあった41)。銃を受け取った時の喜びはとても大きく，古月続秀などはこれでようや






























おき，ゲートルは帽子の中に入れて枕の右側においておく。 21時半に点呼があり， 22 時に就
















なされた。事件の処理に引き続いて，党内粛清運動がおこなわれ， 118 名が党籍 ・ 学籍剥奪や






























女子学生については， I女生隊の中の少数は消極的で落伍 し たJ cr女兵J 59 頁) と い う 証言や，
右派との闘争に関する記述 cr女兵J 103, 117-118, 149 頁) に そ の一端が窺われる だけで， 詳細





し，履歴がわかるのも 2割 5分に過ぎない。逆に 3割の学生は名前すらわからないのである O
陳毅は「軍校の学生の中で，中共党員は少なくなく，党に同情的な分子はさらに多かった。
右派の勢力は小さかったJ，周仏海は「新たに募集した学生〔第六期生〕の三分の二は共産分
子であったJ，朱其華にいたっては， I武漢分校の色彩は終始濃厚であ り ， 一般人は分校を
C.P. [中国共産党〕一色だとみていた」と言っている cr軍校J 15 頁) 。 一方， 女生隊隊員の謹





があり，状況は複雑である J cr女兵j 115 頁) と述べる O も し後者が事実 と すれば， 女生隊の共
産党員は一般に考えられているよりかなり少ないことになる o I中央軍事政治学校武漢分校は
完全にわが党の指導のもとにあったJ cr軍校j 25-26 頁) と い う 回顧は， 大ま かな状況を示 し
ているであろうが，度重なる圧力にもかかわらず，国民党右派が存在し続けたことはもっと留
意されてよい。また， I私は政治理論の書籍を ほ と ん ど読ま ず， 各方面の認識 も十分で は な


















た cr女兵j 138 頁) 。 女生隊の任務は救護， 宣伝， 通信な どであ っ た。 宣伝隊は陸更夫が率い，
陶桓霞が小隊長であった。陶は常に墨汁を携え，標語を書いて回ったと回憶する cr女兵j 41























段階に入っていた。 7 月 15日 ， i王精衛が 「分共」 を宣言， 7 月18 日 に は第五期の学生が離校
を迫られた。軍校は張発歪の第二方面軍軍官教導団に改編され，楊樹松が団長，季方が参謀長


















う「安排(手配)Jされたという(~女兵J 162 頁) 。 謝泳筆は 「足が痛 く て武漢に止ま っ てい ら れ









り親に監禁された。何度か逃亡を試み， 4 度目 に し てよ う や く 故郷を離れる こ と がで き た。 謝
漢藻も結婚を拒んだために監禁された。謝泳筆は 3度目の逃亡が失敗した後，謝漢藻と会って
話をしたが，謝漢藻はもはや闘争を続ける意欲を失っていた。革命から「落伍」した彼女は結
婚を受け入れ， 3 児の母と な っ た。 施祖謙 も ま た 「家庭生活」 に迫 られて， 革命か ら離れた





4 女性兵士の創出 と そ の意義
4.1. I女兵」 像 と謝泳筆
こで視点を移して，女兵がどのように見られていたか，また女兵自身はらをどのように


























次に女兵の自画像を謝泳筆に焦点をあてて検討してみた l ) o r女兵J と い う 名詞を一躍知 ら
しめたのが，謝 i水笠が前線から『中央副刊』に投稿した一連の日記で， 1929 年に出版さ れた
『従軍日記』であった。この書は発売後 1か月以内に 1万部が売れ， 19 版を重ね る ベ ス ト セ
ラーとなり，謝泳盤は女兵・作家として知られるようになる o 1936 年に は 『一個女兵的自伝」
が出版され，最初の 3千部は 4か月で売り切れた。「一個女兵的自伝』のメインテーマは封建
的家庭への反逆であり，女兵はその一蹴に過ぎない。それゆえ林語堂父娘が翻訳した英語版の

























作りあげていた ([r女兵J 26 頁) 。 そ れは女性解放， 男女平等の一つの証， 一つの到達点であ っ
た5九女生隊隊員は男性兵士と同様に完全武装して，銃を持って敵を殺し，男性兵士と肩を並































男生隊にいて，これでもう十分区別しているではないか J Iど う し て 〔女性〕 指導員の軍服に
は W字がないのか J Iそんな こ と は ど う で も し ， ~ '0 ただ私た ち の軍服の W 字は取 っ て し ま う














一分子としての責任を尽さねばならないJ C長沙 『大公報J 1926 年8 月1 日 ) と し 、 っ て い る O
国民党右派や国民革命に批判的な人々は，女兵を女性性からの逸脱とみなした。また，一般
人も女兵に対して，拒否または好奇のまなざしを向けていたが，それは「反動派」の利用する











啓超年譜長編J 1126 頁) 。 裸体携行のデマ は海外に も飛び火 し たが64) ， こ う し た報道を喜ぶ心理




















5 お わ り に
「はじめに」で掲げた問題点のうち，女性兵士の実像は本文で詳しく述べたので繰り返さな
い。ここでは第 2と第 3の点，すなわち社会主義との関係，佐々木のモデ、ルの中国への適用可






























あった。謝泳釜は「一個女兵的自伝J 134 頁で 「当時， 全世界の十二億五千万の被圧迫民族の
解放をみずからの重荷として自分の肩に担わないものがいただろうか」と記したが，のちに
「当時，国民革命の完成と富強な中国の建設をみずからの重荷として……J cr謝泳埜文集』 上，




















「辛亥革命時期の婦人運動一一女子軍と婦人参政権J cr辛亥革命の研究』 小野川秀美 ・ 島田慶次，
東京筑摩書房， 1978)) 。




ととし， r女兵』 と記述が異な る場合に限 っ て原史料で引用する 。 口述資料か ら実像を描 く と い
うスタンスは，李小江のように，事件がどうであったかよりもその事件が女性に対して及ぼした
影響を重視し，口述史を実証史学に対置する立場からすれば，批判の対象となるにちがいない





4) 古月蘭畦 「女生隊参加平叛戦闘側記J cr文史資料選輯J 65, 198 1) は1978 年9 月 の 日付を持つO
5) 以下の記述は主と して 『軍校J r武漢国民政府史』 に拠る 。
6) r黄土南軍校史料J 416 頁。 「包恵僧回憶録J 292 頁に は， 朱震青の名が見え るが， r黄捕軍校将帥




7) 3 月 に張が武漢を離れた後， 侯連海が教育長， 楊樹松が学生総隊長と な り ， 5 月 に周が武漢を
離れた後，施存統が政治部主任となった。
8) 4 月26 日 に李栄桂が隊長， 張桐慎が隊副に任命さ れた cr軍校J 30 頁 ; r女兵J 61 頁) 。
9) の ち鍾復光 (当時， 施存統夫人) ， 唐維淑が加わ っ た。
10) 学兵団は曽瑛 (彰鏡秋) が 「補充営」 と記すよ う に c r女兵J 84 頁) ， 軍校に合格 し なか っ た受
験生を組織して，急逮つくられた機関である。のち軍校に吸収された。
1) r軍校J 27 頁。 「女兵J 25 頁では3 月末に学兵団の女子学生30 余名が軍校女生隊に編入さ れた
という。あるいは男子学生に先駆けて編入が行われたか。なお， 3 月下旬に学兵団団長の張治中
が辞職して武漢を去ったが，組織自体が解散されたわけではなかったようである。





13) r中国婦女運動史J 214-215 頁 ; r中国婦女運動歴史資料 (l92 1 - 1 927 ) J 656-658 頁。 部演達
は国民革命軍政治部主任，陳銘枢は国民革命軍第四軍第十師師長。 2人は 1 908年に交わりを結
んで以来の親友だった。軍人家属婦女救護員伝習所は 1925年冬に何香凝，部頴超，高悟波らが
設立した。
14) r中国婦女運動史J 216 頁では8 名 と す る O 長沙 「大公報J 1926 年8 月1 日 に は7 名の名が載
る。『李宗仁田憶録 J 34 頁では， 女子学生百余名で広西学生女子北伐工作隊を組織 し た と し 寸 。
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このほか，李省群「回憶大革命時期広西婦女運動J cr広西文史資料J 19, 1983) に も簡単な記述
がある。
15) 長沙 「大公報J 1926 年8 月1 日 O 発言を記 し た箇所では 「全余淑」 につ く る が， 他の箇所に
「余慧淑」とあり，後者に従う。この他の事例として， 1927 年5 月 ， 陳西では鴻玉祥が女子宣伝
訓練班を組織した。宣伝，慰労，看護の方法を教授し，訓練期間は 3週間から 1か月であった
cr上海画報J 1927 年5 月27 日 「高玉祥軍中婦人記J) 。 同隊の設立に は秦徳君が深 く かかわ っ た
ようである cr火鳳風J 49-50 頁) 。 鴻玉祥 も ソ 連と 関係が深 く ， ソ 連の政治軍事顧問を迎えて
いた。なお「北洋画報J 1928 年7 月28 日 「鄭州所見鴻軍中武装女同志之軍容」 に は鴻玉祥軍の
女性隊員(英語のキャプションは WOMAN WARWORKERS) の写真が掲載さ れてい る 。 一
方，国民革命軍を迎え撃つ側である張作震の安国軍も共産党討伐の宣伝を目的とした女子宣伝隊
を組織しようとしていた cr申報 J 1926 年12 月18 日 ) 。
16) r中国軍人』 第 6 期， 1925 。 署名 は金慧淑であ る が， 同一人物であ る こ と は間違いな い。
17) 陳力団， 8 頁は 「部演達は衆議を排 して女生隊を募集す る と い う 破天荒な決定を し た」 と記 し ，
部演達の役割を強調しているが，残念ながら，典拠は示されていない。『回憶揮代英 J 65 頁に は，
女生隊設置に関して，丁惟沿ら国民党右派，封建勢力，守旧派の強い反対があったと記す。
18) 謝は軍校に も小説を持ち込んでいた cr 一個女兵的自伝J 175 頁) 0 r謝泳笠文集」 所収の 「女
兵自伝』では，この一節が省略されている O




20) r一個女兵的自伝』 に は多 く のパー ジ ョ ンがあ り ， 成立の事情は錯綜 してい る 。 1 936 年に 「一
個女兵的自伝 J，翌年にその続編の『一個女兵的自伝』中巻が出版された(後者はのちに『女兵
十年』というタイトルでも出版される)。林語堂父娘がこの 2聞を英語に翻訳し， 1940 年に Girl
Rebel と い う タ イ ト ルで出版 し た。 こ の英語版が逆輸入さ れ， 英中対照本， そ し て中国語版 『女
叛徒」が同じ年に出版された。香港の書店は勝手に文章をピックアップし，あるし刈まタイトルや
著者名を変えて，海賊版を出版していた。また，謝は『一個女兵的自伝」上，中巻を全面的に改
訂し， 36 万字か ら22 万字に減 ら し た と い う 。 今回参照で き たの は， 1936 年の初版， 1939 年の
日本語訳， 1999 年の 「謝，71< 筆文集J. 2001 年の A Wom αn Soldier'sOwnStory の 4 種類であ る 。






人自己説話 J 7 頁) 。









23) r二十世紀中国女性史』 所収 『戦争与女性」 上。 「二十世紀中国女性史』 は 1 997 年に撮影が開
始され， 1999 年に完成 し た。 鄭味虚は歴史家韓儒林夫人。 鄭の名は 『女兵」 や回憶の中で全 く
出てこない。黄傑もインタヴューを受けているが，その内容は自身の回憶「在大革命的洪流中
憶武漢軍校女生隊 J cr 女兵』 所収) と概ね一致する 。
24) r黄捕軍校史料J 417 頁。 彰満蘭は， 湖北， 湖南， 江西， 安徽で試験が行われ， 軍閥統治下の
上海，河南，山東，奉天などでは一次試験が免除され，直接武漢での二次試験への参加が許され
たとする cr女兵 J 18 頁) 。 上海で試験が行われたの は確かなので， 彰の記憶違いであ ろ う 。
25) 長沙 「大公報J 1926 年12 月17 日 。 謝泳筆は， 120 名の枠に対 し て3 ，000 名あ ま り が受験 し ，
結局 350名を合格させたとする cr一個女兵的自伝 J 145 頁) 。
26) r一個女兵的自伝J 145-154 頁 ; r女兵J 160-161 頁。 湖南の学生が反対運動を起こ し ， 学校
当局との交渉の末，湖南省出身者の再試験が免除されたとする黄静試の回憶は誤りである c~女
兵J 68 頁) 。
27) r軍校J 17 頁。 婦女政治訓練班 (婦女党務訓練班) は1927 年2 月12 日 ， 宋慶齢が中心と な っ
て開設された。宋が所長に，ボロディン夫人， j~軍代英， 張太雷 らが教員 と な っ た。 王鳴皐が所属
した「党員志願兵団」とは，あるいは婦女政治訓練班のことか。同兵団は 6月中旬に解散し，女
生隊に編入されたという cr女兵 J 144 頁) 。
28) 183 人説 も しか るべ き来源があ る はずだが， ま だ探 し当てていな し 、 。 『中国婦女運動史J r中国
女紅軍』などは 183人説を採用している。
29) 胡蘭畦， 121 頁。 な お3 名の名前は 『胡蘭畦回憶録』 では削除さ れてい る 。
30) 陳徳芸， 98 頁は李芳につ く るが李芽の こ と であ ろ う 。 章澄は名簿で、 は章成につ く る 。
31) r胡蘭畦回憶録J 147-149 頁。 『女兵』 では こ の箇所は省略さ れてい る O
32) r女兵J 19 頁。 こ の記述は 「中央軍事政治学校武漢分校箸備経過概略」 に拠 っ た よ う であ る 。
なお， ~一個女兵的自伝 J 145 頁では長沙で行われた一次試験で50 名が合格 し た と す る O








34) ~女兵 J 117 頁。 別人に よ る 同 じ言葉が 「軍校J 15 頁に見え る 。
35) 胡蘭畦， 122 頁では こ の出来事を1 月8 日 と す る が， 胡は軍校の開校を1 月12 日 と し てお り ，
月を間違えている可能性がある(ちなみに陰暦 1月 8日は陽暦の 2月 9日で 1日違うだけであ
る)。謹楽華も 1月に正式に入学したと記すが，同様の間違いであろう c~女兵 J 102 頁) 。 湖南
の胡敏秀は 11月末に校舎に入ったと記しているが，第 2次試験の日程を考えると，あまりにも
早すぎる。




命参加の徴であった c~女兵J 110 頁) 。 台湾の 『基隆県志」 に よ れば， 北伐時に従軍 し た女性の
断髪を一般の人々がならい， 1北兵頭」 と 呼ばれて流行 し た と い う cr中園地方志民俗資料嚢編』
華東巻， 1599 頁) 。 女性の断髪が も っ て い た意義につ いては， 稿を改めて論 じ た い。
37) 王展は男装 して東北軍で十数年の間， 従軍 していた cr女兵J 166 頁) 。
38) こ の リ ス ト は彰満蘭の記憶に拠 っ てい る よ う であ る cr女兵J 20 頁) 。 呂儒貞は区隊長は 「楊，
王，侯」だったという(目儒貞， 136 頁) 。 胡蘭畦に よ れば， 侯は河南の人， 黄土甫軍校四期生で， 隊
副(副隊長)だったという c~胡蘭畦回憶録J 136 頁) 。 回憶に は， 2 つ の区隊に分けた と す る も の
が散見する。例えば， r胡蘭畦回憶録J 135 頁は， 区隊長は楊伯桁と張麟書であ っ た と す る o r軍
校J 28 頁は3 区隊と いいなが ら ， 楊， 張の名前 しか挙げていな い。 な お ， 1特務」 は スパイ では
なく，事務雑用を担当した cr胡蘭畦回憶録J 138 頁) 。
39) r武漢国民政府史J 239 頁 ; r軍校J 35 頁。 入営 して最初の3 か月 は入伍期 と呼ばれる 。 ま た ，
「三操両講 Jとし、って，早朝の訓練と 2回の術科・学科があったという証言も残る c~女兵 J 175,
198 頁) 。
40) 黄捕軍校一期~四期の軍事教育科目 につ いて は 『黄土甫軍校史料J 143-153 頁を参照。
41) 当時使用 さ れた銃は 日本の三八式歩兵銃であ っ た (ただ し漢陽製) 。 全長127 em ， 重量 3 .9 kg
(着剣時には 166 em , 4.4kg) で女性に と っ ては非常に扱いづ らか っ た c ~女兵J 57, 147 頁) 。
42) ~女兵 J 147 頁。 女子学生は軍事訓練に熱心だ っ たが， 政治班の男子学生は訓練を軽視 してい
た cr軍校J 45 頁〉 。
43) 教科書 と し て用い られた 『歩兵操典J ~射撃教範』は日本のそれの翻案であろう。
44) 黄傑は5 時起床 c~戦争与女性』 上)，呂儒貞は 6時起床(呂儒貞， 138 頁) と す る O
45) 入伍期に は月 に1 回の外出 しか認め られなか っ た c ~一個女兵的自伝J 164 頁) 。
46) r古月蘭畦回憶録J 146 頁は こ の事件を3 月12 日 の孫中山逝世二周年紀念大会の こ と と す る が，
5呉 り であ る 。
47) 学兵団で も両派の闘争は見 られた。 漢口 「民国 日報J 1927 年4 月6 日 「学兵団政治部秘書処
徐石麟啓事」参照。
48) r女兵』 で も何度か言及さ れ る映画 「大浪淘沙J C珠江電影制片廠， 1966) は， 男性共産党員に
導かれて政治的に正しい道を歩むという典型的な女兵像を提示している。「反動的な女兵」とい
う表象はありえない。
49) 目儒貞の回憶は数少な い例外であ る 。
50) ~女兵 J 35 頁。 な お ， 張益志は100 名余 り と す る c ~女兵J 167 頁) 。
51) r女兵J 156 頁。 の ち に局地的な戦闘に遭遇 してか ら ， ょ う や く 銃を支給さ れた cr女兵J 138
頁)。
52) 施祖謙は こ の20 名 は現場での申 し 出 に よ り 配属が決定 し たかの よ う に書いてい るが cr女兵』
138 頁) ， 謝泳埜は今回の出征直前に河南での戦闘に救護隊と し て20 名が選抜さ れてお り ， こ の
者たちが医務処に配属されたとする cl行軍日記 J ~中央副刊 J 620927 年5 月25 日 ) ) 。 執筆時
期からみて，後者のほうが信頼性が高い。
53) 医療衛生の授業に関 して は， ~女兵』では全く触れられていない。
54) 陳は卒業前後の 自 ら の状況につ いて言及 し な い。
55) 歴史に名 を残す と い う 意味でい う と ， ~中国歴代女名人辞典』に 13名の女生隊隊員の伝が掲載
されているのが参考になろう。





57) 例えば， 婦女協会の黄定慧は1990 年代の回想のなかで， 三八婦女節のパ レ ー ド に参加 し た女
生隊について「私たちは彼女たちをとても誇りに思いました。みなが彼女たちに拍手を送りまし
た」と述べている (Wang， p.30) 。




59) こ の点は共産党の ジ ェ ン ダー観に も あては ま る が， そ れは共産党の ジ ェ ン ダー観 も五四時期の
ジェンダー観と無関係ではなかったからである。
60) U胡蘭畦回憶録J 142-143 頁。 謂楽華 も こ の こ と を男女平等実現 と 結び、つ け て語 っ て い る
(u 女兵J 103 頁) 。 教官の鍾復光は当然、 W 字に対す る反感を述べてい な いが (u女兵J 34 頁) ，学
生であった目儒貞や謹浩郁も否定的な見方はしていない(目儒貞， 137 頁 ; U女兵J 161 頁) 。 映
画「大浪淘沙』では肯定的に描かれている O
6 1) 漢口 『民国 日報J 1927 年4 月4 日 O 黄定慧は反動派が三月八日 の婦女節のパ レ ー ド に若い娼
婦を裸で飛び込ませたと証言する (Wang， pp.300-301)0 U史海鈎玄J 37-39 頁に よれば， こ
の日の首謀者は黄震竜で，婦女協会の活動から排除された金雅玉ら 18名の妓女を唆して封建反
対，革命支持を示させたとし寸。
62) 鍾復光， 5 頁。 「反動派」 に と っ て娼婦と女兵は， 女性性か ら の逸脱と い う 点で共通 していた。
第二次世界大戦時のアメリカの女兵も様々な中傷にさらされ，味方の男性兵士から売春婦と呼ば
れることもあった (U総力戦と女性兵士J 101, 107-108 頁) 。 日本では海外で売春に従事 してい
た女性，いわゆる「からゆきさん」のことを「娘子軍」と呼んでいた。
63) 天馬 「従裸体運動想到的話J U申報J 1933 年7 月20 日 ， I婦女同志会反対免恥瀞行会J U申報』
1927 年4 月24 日 。 後者に よれば， 免恥裸体携行大会は 「共産叛徒」 らが女性の差恥心を打破 し ，
社会秩序を混乱させ，公妻を実行する契機とすべく企画したものであり，すでに加入者は千人あ
まりに上っていたという。
64) た と えば 「婦人の裸行列J U大阪朝日新聞J 1927 年4 月8 目 。




66) 漢口 「民国日報J 1927 年6 月6 日 ， 9 日 ， 15 日 。 乳房に対す る執着は， 女性性の否定と して
の象徴的意味を持つように思われる Oただ史料が限られているので，ここでは指摘のみに止める O
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